
２０２２年度共通テスト　数学Ⅱ数学

第２問

［］　  
 

　　  のグラフの概形では，関数の和の考えを用いるとよい。
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　　　  のグラフの概形は

　　　　のとき， 

　　　　＜のとき， 
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点対称の中心



　　＞のとき，  のグラフの概形は右図。

　　直線と個の共有点をもつのは

　　　　　極小値＜＜極大値

　　　  
 　から

　　　   
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　　極小値は　     
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　　すなわち　  ＜＜ 



 の係数＞のとき

１

２









 



 







  



 


 

 


原点対称

　　　  のとき，右図のようになる。

　　　　　   

 ，　 
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　注　極値をもつ次関数は下の右図のような概形になることを

　　利用するとであることがわかる。

　　また  
 は    のグラフ上の左図を

　　軸方向へだけ平行移動したものとみなすと，導関数の計算は不要となる。

　　　＞またはまたは

　　　　

　　　　＜

　　これらから正しいものは

　　　　  　＜　　  　＞



［］　  ：  ，  ：  の概形は考えておく。軸方向の平行移動を利用するとよい。
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　　軸上では  ＞  だから＞　　　　以下 ，  を，と略記

　　概形から交点があるとすれば軸より右側，

　　よって右図が予想される。

　　　　　    

　　したがって　  ， 

　　これらから
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  とすると，  

　　だから  は因数

　　をもつ
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     　また　

　　　　　したがって， すなわちとなるのは
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のときである。


